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　心臓発作や脳卒中、交通事故など、緊急に治療を行う必要がある重症患者が、早期に医師による治療を受
けられるよう、三重大学医学部附属病院と伊勢赤十字病院が２月１日から「ドクターヘリ」の運航を開始し
ました。

　朝日町では、平成24年2月10日に電柱を所有している中電興業株式会社四日市営業所とテルウェル西日本株
式会社と避難場所広告付電柱看板に関する協定書を締結しました。
　協定内容としては、朝日町内の電柱に看板を掲出することにより、町民に対し災害発生時の地域の避難場所
を周知すること、及び平常時からの防災意識を啓発すること等を目的としたものとなっています。また、看板
には避難場所案内だけでなく、海抜が標示してあるものの掲出も予定しています。
　締結業者所有の電柱へ企業や事業者などからスポンサーを募って避難場所周辺への看板設置を図るものです。

　次のようなごみの出し方では収集されません。ごみが収集されないと、その集積場にごみが残ったままになり、
見た目や衛生的にも良くなく、近所迷惑にもなります。ごみのたくさん出るこの時期に今一度、ごみの出し方につ
いて確認していただき、ご協力をお願いします。

～収集されないごみの例～
・指定袋以外（レジ袋や他市町の袋等）で出されている。
・指定袋で出されているが、中身が分別されていない。
・テレビ（家電リサイクル）、パソコンや事業系廃棄物など収集されないものが出されている。
・決められた集積場に出されていない。
・決められた日に出されていない。

　「ごみ」を出すときは、日程表で確認し、決められた日に、その日の朝８時３０分までに、決められた場所に、き
ちんと分別し、指定の袋に入れて出してください。（分別は、『ごみの出し方ハンドブック』を参考としてください。）

　ごみを分別すること、生ごみを出すときは水きりをすることでごみの量が減り、ごみ処理にかかる経費が削減で
きます。
　一人ぐらいルール違反してもという気持ちをなくし、ルールを守って出しましょう！！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町民環境課　TEL 377－5653

　ドクターヘリは、救急医療用の医療機器などが装備され、救急医療の専門医や看護師が同乗し、救急現場
などから医療機関に搬送するまでの間、患者に救命医療を行うことのできる専用のヘリコプターをいいま
す。
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ドクターヘリ要請から傷病者との合流までの流れ

ドクターヘリとは

　ドクターヘリは、悪天候の場合などを除いて毎日昼間に、消防機関からの要請（※）により出動し、予め
設定した臨時離着陸場等に着陸して、患者を搬送してきた救急車と合流します。
※県民の方が直接要請することはできません。

ドクターヘリの運航方法

　三重県ドクターヘリは、三重大学医学部附属病院と伊勢赤十字病院が２ヶ月交代で運航しますが、いずれ
の病院からも、県内各地へ概ね35分以内に到着することが可能です。

ドクターヘリの運航範囲

　小・中学校の運動場や公園など、予め設定した救急現場に近い臨時離着陸場等に着陸します。現在、三重
県の臨時離着陸場は約550ヶ所となっています。
　なお、朝日町では、朝日小学校グラウンド、朝日町スポーツ施設グラウンドの2ヶ所が指定されています。

出動したドクターヘリが着陸する場所

　ドクターヘリについて、搬送にかかる費用を負担いただくことはありません。
　ただし、ドクターヘリ要請に伴う医療行為に係る費用は、通常の診療と同様に患者の方の負担となりま
す。

ドクターヘリの出動に伴う費用負担

　ヘリコプターが離着陸する際は、プロペラの回転による強い吹き下ろしの風や騒音が発生しますので、ご
理解をお願いします。また、消防職員の指示に従い、離着陸場から離れるなどのご協力をお願いします。
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救急現場

119番通報

ドクターヘリ
要請依頼消防指令室

ドクターヘリ基地病院

出動指令

出勤

医師・看護師

傷病者搬送

④又は

ドクターヘリ出動

ランデブーポイントへ着陸
傷病者と合流し治療開始

救急隊

①

③

②
②又は③

ドクターヘリ
出勤要請

④

避難場所広告付電柱看板に関する協定書を締結しました！避難場所広告付電柱看板に関する協定書を締結しました！

再確認して収集されないごみをなくしましょう！再確認して収集されないごみをなくしましょう！再確認して収集されないごみをなくしましょう！ごみの出し方についてごみの出し方について


